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｢本山寺山森林づくりの会｣活動報告(2022.10.06) 

                                                    文･写真：武田、写真；当山  

日 時：2022(令和 4)年 10月 6日(木)  9:30～15:30  

気 象：晴 

活動エリア：４4林班い 

活動内容：路網整備など 

参加者(会員)：石原順子､猪川 誠､斧田一陽､倉谷邦雄､武田壽夫､寺田昭弘､当山清之､中川義行､ 

中村俊夫､春名浩一､宮本廣            ＜体験＞石田美和 

                        会員１1＋体験 1=１２名  

＜歓迎 体験参加＞ 

  今年 6 人目､寺田会員の紹介で､年間 6 人の受け入れは前代未聞。新しい方のご参加は嬉しい限りで､入会

を期待することこの上なし。午前中､活動地を一巡､鋸での伐木を経験して頂くなど些かヘビー感はあったようで､

それは案内役(斧田会員)の親心？ 感想は｢腕が痛かった｣。午後は｢４4 林班い｣での活動に参加。 

  今日は､事業計画の路網整備範囲の拡大。倒木が残る区間を拓く。And 足元不確かな３名は荒れている水

源①への作業路の復旧。斜面からの土砂で、傾いたり狭くなったりしている、それに枯れたダンドボロギクが始

末 

                            (実をつけたマムシグサ２態) 

  

 

＜今日の成果＞ 

  気候は昨日からは一転､秋の涼味が。チェーンソーの奮闘も力に､路網整備は 20m を延伸､整備に邪魔

な倒木 4本を処理。路網を下りきると水源①､山腹のこの道も崩れた土で狭まっていて､約 100mを補修。 

 

＜写真＞ 

【① 路を塞ぐ倒木を片付けながら前進】 

 

【② 下り道も倒木が邪魔をする】 
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＜写真＞  

【③ 倒木･落枝を片付け､路を拓いていく】 

 

【④ 大分スッキリした路】 

【⑤ 枯枝の除伐中】 【⑥ 道の補修(山側の土を渓側へ】 

 

【⑦ 拡幅しては踏み固める】 

 

【今日のキノコ；小屋脇の椅子が台木】 

 

 


